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さあ、
今こそ！
一歩踏

み出す

     法人
会。

　この度、公益社団法人豊田法人会 会
長をおおせつかりましたトヨタ自動車の
小平でございます。
　法人会の基本的指針は、「よき経営者
を目指すものの団体として会員の積極的
な自己啓発を支援し、納税意識の向上と
企業経営および社会の健全な発展に貢
献する」ことと伺っております。
　私、法人会活動に携わるのははじめて
ですが、この基本的指針の下、よりよい活
動のお役に立てるよう、関係ご当局の
方々、ならびに会員の皆様のご指導を賜
りながら、努力して参りたいと考えていま
す。
　皆様には、これまで以上にご支援･ご協
力を賜りますよう、よろしくお願い申しあ
げます。

就任のごあいさつ
新会長

会  長 小 平 信 因
Kodaira Nobuyori
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公益社団法人豊田法人会と
なりました。
　豊田法人会は、昭和26年4月創立、昭和51年5月に社
団法人となり、平成25年3月21日付けで愛知県知事から
公益社団法人として認定され、同年4月1日の移行登記に
より、新たに公益社団法人豊田法人会としてスタートい
たしました。
　豊田法人会は、60年余の活動の歴史と伝統の誇りを
大切に、今後とも税や地域の活性化に寄与する公益事業
活動に積極的に取り組んでまいります。

公益社団法人の特徴（主な変更点）
○法人会の事業活動に、会員以外の方の参加の機会
が増えたこと。
○税や社会貢献などの公益目的事業を主たる活動と
すること。
○事業運営の透明性の確保がより求められること。
○会員に賛助会員の区分ができたこと。
　※旧準会員の内、「支店、工場、営業所等」について
は、賛助会員となり総会での議決権の行使はできなくな
ります。

豊田法人会は



　公益法人となって初の第１回通常総会は、５月１５
日豊田市民文化会館において、豊田税務署林亮二
様をはじめ多数の来賓ご臨席のもとに開催されまし
た。
　総会は奥田総務委員長の司会により、「開会のこ
とば」で始まり、来賓紹介、会長挨拶を経て小澤会長
を議長に選出。議事録署名人には、常任理事安藤
勝啓氏、同じく常任理事岡田善光氏を選出した後、
直ちに議事に入りました。
　第１号議案、第３号議案について事務局より説明
があり、また第２号議案「役員選任案承認の件」につ
いては奥田委員長より説明があり、出席者に諮り満
場一致で承認されました。
　続いて、報告事項「平成２４年度事業報告」、「平
成２５年度事業計画」、「平成２５年度収支予算」に

ついて事務局より報告がされました。
　次に、林税務署長より税務署長感謝状の贈呈、県
連退任感謝状の披露、退任功労者、永年勤続者等
ならびに税務セミナーの成績優秀者に対し、小澤会
長より表彰状と記念品が贈呈され、組織率向上功労
支部、研修率向上功労支部・部会への表彰につい
て、奥田委員長が紹介を行いました。また、今回で退
任の小澤会長への県連会長感謝状伝達をおこない
ました。
　続いて、来賓を代表して豊田税務署長林亮二様、
豊田加茂県税事務所長大橋國薫様、豊田市副市
長幸村的美様よりご祝辞を賜り、横山副会長の「閉
会のことば」で盛会のうちに総会は終了いたしまし
た。
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第１回
通常総会

豊田市民文化会館〈小ホール〉平成25年5月15日（水）



   公益社団法人 豊田法人会 第1回通常総会の開
催にあたりまして、一言ご挨拶を申しあげます。
　本日は、豊田税務署の林署長様をはじめ、ご来賓
の皆様には、大変お忙しいところをご臨席賜り、厚く
御礼申しあげます。また、会員の皆様にも、多数ご出
席をいただきまして、誠にありがとうございます。
　豊田法人会は、本年4月1日に、「公益社団法人 豊
田法人会」として、新たな第一歩を踏み出しました。
公益社団法人への移行ができましたのは、豊田税務
署をはじめとした税務ご当局の皆様の格別なご指
導、ならびに会員の皆様のこれまでの活動実績、そし
て、これまで法人会活動にご尽力いただいた諸先輩
方の不断のご努力の結果の賜物であると思っており
ます。まずもって厚く御礼申しあげます。
　豊田法人会は、新しい公益法人制度の下におい
ても、当法人会の62年の活動の歴史と伝統を活かし
ながら、民間における税の分野でのオピニオンリー
ダーを目指すとともに、その組織力を活かして地域社
会へ貢献していくことを活動の柱として、引き続き積
極的に活動を展開してまいります。そして、公益社団
法人として、自らの公益性と透明性を高めるために、
さらなる研鑽と努力を積み重ねてまいる所存でござ
いますので、今後とも変わらぬご支援・ご協力を賜りま
すようお願い申しあげます。
　さて、ここで昨年度の当法人会の事業活動につい
て申しあげますと、まず、税務研修会では、豊田税務
署のご支援や東海税理士会のご協力をいただき、資
産税セミナー、法人税セミナー、税務会計講座など、
各種研修会を開催いたしました。特に、岡崎法人会
と合同開催した「調査部所管法人合同研修会」は、
名古屋国税局調査部の森下部長様を講師にお迎
えし、「二つの大震災から私が学んだこと」と題してお

話いただくなど、大変有意義なものとなりました。
　さらに、各支部では、平成24年度税制改正などの
税務知識に関する研修会や、経済・文化をテーマと
した講演会も開催するなど､幅広い知識の向上につ
ながる研修活動ができたと聞いております。そして、各
部会および各支部の視察研修旅行では、皆様の見
聞を広めるとともに、会員相互の親睦をより一層深め
ていただけたのではないかと思います。
　社会貢献活動では、家下川を美しくする会の「家
下川クリーン作戦」と呼ばれる清掃活動への参加
や、豊田科学技術教育振興会が主催する「豊田市
小中学生科学研究発表会」にて優秀な作品に「豊
田法人会長賞」を贈呈しました。また、「とよた産業
フェスタ」では、女性部会の呈茶・募金活動や、青年
部会の児童向け租税教育を実施するなど、地域に
根ざしたさまざまな活動に積極的に参加することが
できました。
　税制委員会では、「平成25年度税制改正に関す
る提言」を、衆議院議員の古本伸一郎様をはじめ、
豊田市長様、豊田市議会議長様、みよし市長様、み
よし市議会議長様に直接お渡しし、法人会の税制改
正に関する要望活動を積極的に行いました。会員の
皆様のご意見・ご要望を反映しながら、社会保障と
税の一体改革と今後のあり方として消費税引き上げ
に伴う対応措置や、経済活性化のための法人税率
の引き下げを要望しました。さらには、中小企業の活
性化に資する税制措置として、相続税・贈与税の納
税猶予制度の要件緩和と充実や、交際費課税の見
直しを要望するなど、経済・社会の構造変化・活性化
への対応に配慮した提言を行いました。
　会員の皆様には、法人会活動へのご理解と積極
的なご参加に御礼申しあげるとともに、企業経営に重
要な関わりを持つ税務の知識をより一層深めていっ
ていただきたいと思います。また、税務ご当局の皆様
におかれましては、昨年同様、格別のご支援・ご協力
を賜りますようお願い申しあげます。
　最後になりましたが、ご来賓の皆様、ならびに、会
員の皆様の益々のご健勝とご隆盛を心より祈念いた
しまして、私の挨拶とさせていただきます。
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会長
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小澤　哲

やしたがわ



　本日は、公益社団法人豊田法人会第一回通常総
会にお招きいただき、皆様方にお祝いの言葉を申し上
げる機会を得ましたことを大変光栄に存じます。
　公益社団法人豊田法人会の皆様方には、平素か
ら税務行政に対しまして深いご理解と多大なるご協力
を賜り、厚くお礼申し上げます。
　ただいま総会のすべての議事が滞りなく承認され、
新年度の事業活動に向けて新たにスタートされました
ことを心からお慶び申し上げます。
　公益社団法人豊田法人会は、昭和二十六年四月
に挙母法人会として設立され、昭和三十四年一月に
豊田法人会に名称変更、昭和五十一年五月には社
団法人化、また本年度からは公益認定され、公益社
団法人として新たな一歩を踏み出された歴史ある法
人会であります。各種研修会等の開催を通じまして正
しい税知識の普及と納税道義の高揚に多大な貢献
をされてこられるとともに、地域に根ざした「優しさ」と
「思いやり」のある活動を積極的に展開され、各方面
から高い評価を得ておられます。
　今日のご発展は、歴代の会長をはじめ役員並びに
会員の皆様方の長年にわたる、たゆまぬご尽力とご努
力の賜物であり、心から敬意を表する次第であります。
今後とも公益社団法人豊田法人会が、魅力ある事業
活動を通じて、会員企業と地域社会の発展に一層の
貢献をされますことを期待しております。
　加えて、公益社団法人として、経済面だけではなく、
環境面など様 な々方面から持続可能な社会づくりなど
にも取り組んでいただけたらと思います。
　さて、税務行政をめぐる環境は、今後大きく変化して
まいります。本年１月に施行された納税環境整備に関
する国税通則法等の改正をはじめとしまして、社会保

障と税の一体改革に関して来年４月以降に予定され
ております消費税率の段階的引上げや、現在国会で
議論されております番号制度の導入といった大きな制
度改正に的確に対応していく必要があります。
　また、私どもが果たすべき使命は、「納税者の自発
的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」こ
とであり、そのためには、e-ＴaxなどのＩＣＴを活用し、納
税者にとって利便性の高い申告・納税手段の充実な
ど、納税者サービスの向上に努めるとともに、納税者の
利益の保護を図りつつ、悪質な納税者には厳正な態
度で臨むなど、適正な調査・徴収を行うことが重要であ
ると考えております。
　その中でも、法人会会員の皆様方には、早い時期
からe-Ｔaxの利用促進につきましてご理解を賜り、積
極的な普及活動に取り組んでいただいております。
　おかげさまで法人税・消費税の申告はもとより、印紙
税、源泉所得税、所得税の申告と納税につきましても、
大変多くの方々にご利用いただいた結果、名古屋国
税局管内において豊田税務署管内の利用率が高い
水準となっておりますことをご報告させていただきます
とともに、会員の皆様方の一方ならぬご協力に対しまし
て、心から感謝申し上げます。
　私どもといたしましては、更なる利用促進に向けてe-
Ｔaxの利用勧奨を実施してまいる所存でございますの
で、引き続き皆様方のご支援を賜りますようお願い申し
上げます。
　日本経済を見ますと、株価も上昇し順調に回復して
きており、これも各企業のこれまでのコスト削減などによ
るものと認識しておりますが、今後は円高修正がもたら
すコスト高が企業経営に及ぼす影響も懸念されるとこ
ろであります。アベノミクス効果などにより、この地域の
皆様の企業がリーマンショック以前まで回復されますこ
とを切に願っている次第であります。

　結びに当たりまして、公益社団法人豊田法人会の
益々のご発展と会員の皆様方のご健勝並びに事業
のご繁栄を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせて
いただきます。
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高橋　光彦
三宅　英臣
三浦　俊宏
簗瀬　孝之

（株）協豊製作所

豊田鉃工（株）

アイシン高丘（株）

新明工業（株）

永年勤続者
《本会役員》

役　職 氏　名（敬称略） 法人名

副 会 長

副 会 長

常任理事

常任理事

佐伯　外司
三宅　英臣
蟹　　義昭
三浦　俊宏
柴田　　巖
杉浦　英昭
荒木　　徹

小島プレス工業（株）

豊田鉃工（株）

トヨタカ産業（株）

アイシン高丘（株）

（有）柴田豆腐店

東海ガスケット工業（株）

（株）アラキ製作所

役　職 氏　名（敬称略） 法人名

副 会 長

副 会 長

常任理事

常任理事

理　　事

理　　事

監　　事

大内　政春
村山　雄司
加藤　隆治
中泉　好一

稲武製材（株）

三竹生コンクリート（株）

（株）中日ポスト

（株）中泉商店

役　職 氏　名（敬称略） 法人名

稲　　武

高橋松平

高橋松平

高橋松平
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《支部委員》 （法人名５０音順）

退任功労者



奥田　弘子
神谷　清子
神谷満佐枝
永井　君代
加藤　和子
安藤　静枝
鬼頭　享子
田口　眞子

奥田工業（株）

神谷組工業（株）

刈板工業（株）

東京自動車（株）

豊田段ボール工業（株）

丸安シート（株）

（株）三　文

（有）ミヨシ設備

《部会役員》
部　会 氏　名（敬称略） 法人名

女性部会

女性部会

女性部会

女性部会

女性部会

女性部会

女性部会

女性部会

小島洋一郎
岡田　善光
高橋　光彦
佐伯　外司
上田　建仁
加藤　直樹
三宅　英臣
横山　眞久
鰐部　兼道
彌田史佳世
山田　千尋

内浜化成（株）

オカタ産業（株）

（株）協豊製作所

小島プレス工業（株）

大豊工業（株）

豊田段ボール工業（株）

豊田鉃工（株）

横山興業（株）

（株）鰐部製作所

大同生命保険（株）

大同生命保険（株）

氏　名（敬称略） 法人名
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組織率向上功労支部

（法人名５０音順）

組織率優秀賞 組織率功労賞 高組織率継続賞

稲武支部・旭　支部
足助支部・下山支部
小原支部

稲武支部・旭　支部
足助支部・下山支部
小原支部

旭　支部

加入率70％以上の支部 会員数が増加しかつ加入率が
前年以上の支部

加入率65％以上が
３年間継続の支部

研修参加率150％以上の支部・部会 研修参加率150％以上が５年間継続
の支部・部会

税務研修参加率100％以上の
支部・部会

金森素永子
石川ひとみ
松田加代子
深谷　和江
井木　共治
杉浦　慎哉
下條　紹寛
松本　雅己
佐藤　圭一
宇野　陽子
塚本　宗憲
鈴木　時子
夏目　高志
月山美智子
中根　京子
山中　美穂

（株）アークス

アイシン化工（株）

(有)エス・エー・エス

(有)幹條不動産

（株）協豊製作所

（株）協豊製作所

小島プレス工業（株）

小島プレス工業（株）

三栄工業（株）

（株）ＪＡあいち豊田サービス

昌和合成（株）

スズキ興建(有)

大豊工業（株）

大豊精機（株）

大豊精機（株）

（株）高橋プラント

岩崎あかね
奥田　規子
大原理重子
新實　謙太
小澤　彩夏
生田　光美
久野　理香
水野　佑梨
市瀬　和幸
永井　　恵
今井　將廣
宇田川佳世
浅井さとみ
野村　直美
野々山智佳子

中央精機（株）

ツツミ工業（株）

東和電気工事（株）

トヨタ生活（協）

豊田鉃工（株）

トヨタテクニカルディベロップメント(株)

トヨタ輸送（株）

トヨタ輸送（株）

名古屋東部陸運（株）

（株）富士ワールド

（株）平和仏壇店

（株）ホームズ

（株）モダン装美

（株）モダン装美

（株）ユーネットランス

氏名（敬称略） 法人名氏名（敬称略） 法人名

研修率向上功労支部・部会

税務会計講座

研修活動最優秀賞 高研修率継続賞 税務研修活動最優秀賞

青年部会・女性部会 青年部会・女性部会 小原支部・青年部会
女性部会　

成績優秀者
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（法人名５０音順）法人税セミナー 成績優秀者

吉田　奈保
水田　光夫
鶴田　享之
向山　尚希
嵯峨根昌市
内田　啓介
神谷　江美
林　　雅弘
安藤 みゆき

(有)愛知経営会計センター

愛陸急送（株）

(有)エス・エー・エス

（株）サギサカ

神星工業（株）

新明工業（株）

真和工業（株）

太啓建設（株）

大豊工業（株）

郷　　研次
大原理重子
三浦　圭吾
冨田あかり
細井　嘉純
牧原　拓也
後藤　　誠
江藤　龍弥

大豊産業（株）

東和電気工事（株）

トヨタ生活（協）

トヨタテクニカルディベロップメント（株）

豊田鉃工（株）

富士精工（株）

三河商事（株）

三河商事（株）

氏名（敬称略） 法人名氏名（敬称略） 法人名

上級

（法人名５０音順）法人税セミナー 成績優秀者

水谷　知倫
石井　悦子
酒井　哉子
峠　　篤史
杉山　絵美
古川　文子
萩原　嵩史
清水　松信
原田　直樹
丹羽　志朗
藤原　康男
清水　英介
大内　憲一
宗方　茂樹
安倍　　崇
鈴木あゆみ
竹居　裕記

アール・ティ・エンジニアリング（株）

アイシン化工（株）

（一社）愛知県緑化センター協力会

内浜化成（株）

エイ・シー工業（株）

(有)エス・エー・エス

（株）ＦＴＳ

オカタ産業（株）

（株）協豊製作所

（株）協豊製作所

光南工業（株）

小島プレス工業（株）

小島プレス工業（株）

三栄工業（株）

（株）陣内工業所

太啓建設（株）

大豊工業（株）

出口映理子
渡辺　文崇
前川　知花
谷口いづみ
手嶋　美和
松尾　誠己
塚本　純子
藤根みはる
木村美智代
嶋田　欣哉
青山　裕美
加藤　史也
今井　將廣
板倉　巨人
今井ひと美
加藤久美子
田中　一茂

大豊精機（株）

大豊精機（株）

（株）タイホウパーツセンター

（株）タイホウライフサービス

ＴＢクリエイトスタッフ(株）

テクノハマ（株）

トヨタ生活（協）

豊田鉃工（株）

トヨタテクニカルディべロップメント（株）

トヨタ輸送（株）

トヨタ輸送（株）

トヨタ輸送（株）

（株）平和仏壇店

碧南運送（株）

豊和化成（株）

やわらぎ（協）

（株）ユーネットランス

氏名（敬称略） 法人名氏名（敬称略） 法人名

初級
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収支総括表
平成２4年４月１日から平成２5年３月３１日まで

平成２5年４月１日から平成２6年３月３１日まで

収支計算書
平成24年度

収  入 支  出

2,702
32,347,516
4,144,000
14,571,300
331,427
395,929

0
2,828,726

0
0

5,705,944
0
0
0
0
0

2,702
32,347,516
9,849,944
14,571,300
331,427
395,929

0
2,828,726

基本財産運用収入
会費収入
事業収入
補助金収入
雑収入
繰入金収入
基本財産取崩収入
特定資産取崩収入

60,327,5445,705,94454,621,600当期収入合計

科　　目 一般会計 特別会計 合　　計

1,415,885
12,476,537
13,892,422

1,415,885
12,476,537
13,892,422

0
0
0

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

科　　目 一般会計 特別会計 合　　計

35,387,040
15,939,658

0
0
0

1,879,017
0

3,415,700
1,770,315
124,000
395,929

0
0
0

38,802,740
17,709,973
124,000
395,929

0
1,879,017

0

事業費
管理費
法人税等引当支出
繰入金支出
基本財産取得支出
特定資産取得支出
予備費支出

58,911,6595,705,94453,205,715当期支出合計

科　　目 一般会計 特別会計 合　　計
（円） （円）

（円）

収支予算書
平成25年度

5,000
32,181,000
4,486,800
13,895,300

70,000
324,444

0
3,000,000

5,000
32,181,000
8,836,800
13,895,300
120,000
324,444

0
3,000,000

0
0

4,350,000
0

50,000
0
0
0

基本財産運用収入
会費収入
事業収入
補助金収入
雑収入
繰入金収入
基本財産取崩収入
特定資産取崩収入

58,362,5444,400,00053,962,544当期収入合計

科　　目 一般会計 特別会計 合　　計

△ 8,142,405
13,892,422
5,750,017

0
0
0

△ 8,142,405
13,892,422
5,750,017

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

科　　目 一般会計 特別会計 合　　計

41,241,714
17,577,150
111,150

0
0

1,174,935
2,000,000

2,492,356
1,570,850
12,350
324,444

0
0
0

43,734,070
19,148,000
123,500
324,444

0
1,174,935
2,000,000

事業費
管理費
法人税等引当支出
繰入金支出
基本財産取得支出
特定資産取得支出
予備費支出

66,504,9494,400,00062,104,949当期支出合計

科　　目 一般会計 特別会計 合　　計
（円）

（円）

（円）
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事業
計画

事
業
活
動

基
本
方
針

豊田法人会は「健全な納税者の団体」として、地域社会との共生を目指しつつ、
社会貢献活動を積極的に展開するとともに「法人会の基本的指針」に則り、会
員の研鑚納税意識の向上に努めることにより「魅力ある法人会」の確立を図る。 

重
点
事
項

（１）「めざします企業の繁栄と社会への貢献」をキャッチフレーズとして、研修活動の充実と、公
益目的事業としての地域社会貢献活動に積極的に取り組む。

（２）税のオピニオンリーダーとしての自覚を高め、国政の健全な運営に寄与するため納税意識
の高揚を目的とする諸活動に積極的に取り組む。特に、税を考える週間行事に積極的に
参加するとともに、広報誌「豊田法人会だより」を活用し広く一般に納税意識の高揚が図
れるよう努める。

（３）公益社団法人として、 自らの公益性と透明性を高めるために、更なる研さんと努力を積み
重ねる。

平成25年度
主な事業計画

総務関係
イ　公益社団法人としての事業活動が的確に実施さ
れるように努める。
　　公益目的事業である、税に関する活動及び地域社
会貢献活動について会員及び一般の利益の増進の
ために内容を充実し、的確に実施する。

ロ　税を考える週間等への積極的な支援活動
　　税のオピニオンリーダーとして、税務連絡協議会
など諸団体で積極的に活動し、納税意識の高揚に努
める。
ハ　地域社会貢献活動の充実
　　支部制度が定着し、年々地域に密着した地域社会
貢献活動が提案されるようになってきたが、親会、支
部、及び青年・女性部会が一体となり、多くの一般企
業の参加を得ることに努めつつ、地域企業の健全な
発展を通じて地域の発展に貢献する。

ニ　ＩＴ化時代への対応
　　「 法人会ネットワーク 」の推進によって、IT時代に
対応した情報ネットワークの構築を目指すとともに、
ホームページの一層の充実を図り、会活動の紹介や
一般に喜ばれる情報の発信に努める。

ホ　e-Taxの普及拡大の推進　
　　e-Tax利用の利便性等を機会あるごとに周知し、
利用についての理解と協力を求め、e-Taxの導入・利
用拡大の推進に努める。関与税理士に働きかけるな
ど利用拡大を図る。
ヘ　事務局の充実
　　改正公益法人会計基準への対応。
　　今年度も早期処理・適正な会計処理に努める。

組織関係
イ　会員増強に関する事項
　　全国的には、９０万社台の会員数を大きく割り込
み、会員増強は大きな課題となっている。豊田法人
会においても、加入率５０％以上を目標に、法人会一
丸となった会員増強運動を実施する。
　（イ）今年度は、役員が率先して、各支部長、支

部役員との連携を密にして、会員の純増を目
指し会員増強に努める。

　（ロ）加入勧奨に特に有効と思われる、毎年２月
と８月に作成する「新規設立法人データ」を
積極的に活用し加入勧奨の効果を高める。

ロ　その他組織強化に関する事項
　　支部組織が中心になって地域に密着した、要望に
沿った研修会・講演会等を実施することによって、
「魅力ある法人会」を実現し、会員増強運動の推進と
ともに退会者防止に努める。

総務委員長  加 藤 直 樹

組織委員長  奥 田 清 二

税制関係
イ　税制改正要望事項の提言
　　当法人会は、本年も昨年に引き続き「今後の望ま
しい税制のあり方」を基本テーマに設定し、国税・地
方税について踏み込んだ検討を行い、中小企業の
活性化に資する税制をはじめ、税のオピニオンリー
ダーとしてわが国の将来を展望した建設的な提言に
努める。

ロ　自治体の首長等に対する要望活動の実施
　（イ）全法連「税制改正要望書」
　　　次の方々に対して税制委員長から要望書を手

交する。①豊田市長、②みよし市長、③豊田
市議会議長、④みよし市議会議長、⑤地元選
出国会議員

　（ロ）愛知県連「税制改正要望書」　
　　　豊田商工会議所会頭、豊田市長及びみよし市

長に手交し、各商工会会長に発送する。

税制委員長  落 合 宏 行

豊田法人会



豊田
法人会
だより
No.117

　研修活動は、会員の自己啓発を支援するための最重要事業である。
　このため、経済の構造変化や昨今のＩＴ化の進展により多様化する会員のニーズを踏まえて、研修内容の充実を図る
とともに、本部研修を柱としつつ、支部・部会研修を税務研修会と「税」以外のテーマによるミニ講演会をセットするな
ど、より効果的に実施することにより、研修参加人員の増大を図る。
　なお、研修会を通じて引き続き消費税の「期限内納付推進運動」並びに「e-Taxの利用推進運動」を展開する。
　税法・税務関係研修については、法人会の基幹となる事業であることから、継続性を保つとともに、新しい情報の提
供に努める。
　なお、研修会、講演会等は、会員はじめ広く一般の企業及び市民を対象として実施するよう計画する。

10

研修関係

イ　シリーズ研修会
　（イ）税務会計講座　………………５回シリーズ
　（ロ）法人税セミナー（初級）……５回シリーズ
　（ハ）法人税セミナー（上級）……５回シリーズ
　（ニ）資産税セミナー　……………３回シリーズ
ロ　定期研修会
　（イ）決算期別説明会………………………年４回
　　　　　　　　　　　　　（３ヶ月に一度開催）
　（ロ）新設法人説明会………………………年２回
　　　　　　　　　　　　（豊田税務署と共催）
ハ　定例研修会
　（イ）改正税法説明会……全支部
　　　　　　　　「統一テーマ研修会」として開催
　（ロ）業種別税務研修会　
　　　　①自動車部会（会場提供会員９社）
　　　　②建設部会（豊田建設業協同組合と共催）
　　　　③鉄工団地部会
　　　　　　　（豊田市鉄工団地協同組合と共催）
　（ハ）調査部所管法人
　　　　　　　　「豊田・岡崎合同税務研修会」
　　　　本年度は豊田法人会主催開催
　　　　時期／１１月開催（予定）　場所／未定
　（ニ）会員企業の福利厚生の充実・効率化を支援

する見地から「福利厚生倶楽部」の情報誌の
提供等を実施する。

ニ　支部主催研修会
　　各支部の年間活動計画に基づき税法・税務研修
会を主体として開催
ホ　青年・女性部会研修会
　　両部会の年間事業計画に基づき開催
ヘ　講演会
　　時宜に適した講師による講演会を開催（豊田商
工会議所との共催も考慮）
　一般市民の参加にも配慮する。
ト　役員研修旅行
　　１０月に実施予定（日程・行程等は未定）
チ　広く一般の企業、市民の研修会等参加
　　公益目的事業として、公益性の高い研修会等を
企画し会員企業のみならず、広く一般の企業及び
市民の参加を呼び掛ける。

ロ　女性部会
　　「基本方針」並びに「年度方針」に沿った事業計画
に基づき部会活動を積極的に展開する。
　　「全国女性フォーラム」への参加を通じて、幅広い
活動を行う。
　　また、本年度も部会としての社会貢献活動には積
極的に取り組むこととする。

イ　青年部会
　　「基本方針」並びに「年度方針」に沿った事業計画
に基づき部会活動を積極的に展開する。
　　「全国青年の集い」への参加を通じて幅広い活動
を行う。

青年・女性部会関係
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　地域社会貢献活動は、豊田法人会の重要な事業活
動の一つであり、本部・支部、青年・女性部会が一
体となり、一般参加を得ながら公益社団法人の名に
相応しい地域に役立つ活動を展開する。
　地域社会貢献活動の実施に際しては、運営規程等
に基づき次の事業を行う。

イ　地域企業の健全な発展に資する事業
　（イ）経済・経営講演会
　（ロ）地域企業向け実務研修会
　（ハ）企業施設等見学会
ロ　地域社会への貢献を目的とする事業
　（イ）健康、文化及び芸術等に関する講演会及び

研修会
　（ロ）文化及び芸術等に関する鑑賞会
　（ハ）地域社会貢献活動を行う団体等を支援する

事業
　（ニ）地域におけるボランティア活動

広報関係
　法人会のイメージアップ・知名度向上を図るため
全法連が作成したポスタ－（法人会キャラクター）
を本会役員・支部役員が率先してそれぞれの企業の
目立つところ（多店舗を有する場合は全店舗)に掲
示するとともに、ＰＲ効果の期待できる場所（関係
団体等）への掲示を依頼する。
　また、「税を考える週間」・「会員増強月間」に
併せた広報活動を展開する。

イ　会報発行関係
　　「豊田法人会だより」は、従来どおり年３回発
行するが、税の啓発のための広報活動として、各
号に当局作成のリーフレットの折込み及び関連記
事を掲載して、地域社会の広報紙としての役割を
担っていく。
　　会報紙の配布先は会員のほか、一般市民に広く
広報するため、各地域の交流館、地元の商工会や
金融機関等の待合室に配布していく。
ロ　ホームページ関係
　　情報化時代の広報として重要性が増しているこ
とから、新着情報を積極的に掲載するとともに、
喜ばれる内容の記事に工夫するなど、当法人会と
して親しまれる情報の発信元として、会員はじめ
社会の期待に応えたい。
　　また、研修・講演会等の開催の際には、一般参
加の周知を分かりやすく伝える。
ハ　データーベースの構築
　　本部及び支部・部会活動、各種行事等の将来に
残すべき記録（デジタルカメラによる写真等）の
報告を徹底する。
ニ　広告看板の設置
　　法人会のイメージアップ・知名度向上や会員増
等を図るため及び地域の要望に沿った社会貢献事
業を実施する。
　　今後も、効果的な設置場所を模索して、税の啓
蒙及び法人会のＰＲを図りつつ地域社会に望まれ
る広告看板等の設置を検討していく。

広報委員長  國 井 正 美 厚生関係
イ　福利厚生制度の推進
　　保険三社の推進制度の現況は、全国的に各法人
会とも保険料収入が減少している。
　　したがって、取扱三社との連携をさらに一層強
化しつつ、各社の推進対策等には積極的に協力
し、福利厚生制度の円滑な運営を目指した推進活
動を行い財政基盤の安定化に努める。
ロ　福利厚生事業の充実
　　「生活習慣病予防検診（人間ドック）」は、例
年どおり年２回実施することとし、受診者には1
人当たり1,000円を補助する。

地域社会貢献活動

イ　法人会運営研究会の研究発表の担当法人会の指
定を、本年度に受けることとなるため、研究発表
に向けての準備体制の確立、情報収集等を行う。
ロ　各支部・部会の日常の活動状況について、効果
的に集約し、発表の基本資料として活用できるよ
うにする。

法人会運営研究会への対応

厚生委員長  簗 瀬 孝 之
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第34回通常総会
平成25年4月24日

　平成25年4月24日の総会をもって、部会長という
大役から開放されることとなりました。
　平成19年度より24年度までの3期6年の間、無事
努めることができましたのも、皆様方の協力あってのこ
とであり、厚くお礼申し上げます。
　在任中の主な出来事として、特に平成20年9月の
「リーマンショック」という世界的な経済不況の到来、平
成21年の豊田法人会女性部会の創立30周年記念式
典の挙行。そして、最も大変な年でありました、平成23
年3月11日の東日本大震災。
　また、この年に県連の会長、2年間全法連の副会長とい
う大役をいただき、私にとって毎日が緊張の連続でした。

　もう一つの大きな行事として、平成25年4月11日
に全国女性フォーラム愛知大会開催。この愛知大会の
実行委員として、2年間に渡り準備に参加致しました。
　皆さまの代表として、県連・全法連に送り出していた
だいたわけですが、行事・準備などを通じて他の法人会
女性部会の方々と親しくさせていただいたことが、私に
とって大きな財産となっています。いずれにいたしまし
ても、このような激動の中、無事女性部会長を務めるこ
とができましたのも、皆様方のサポートのおかげであ
り、改めてましてお礼申し上げます。
　今年度より新たな部会長の元で、新年度がスタート
したわけですが、新部会長をお支えいただき、部会活動
に引き続き積極的に参加して下さいますようお願い致
します。私も微力ではございますが、相談役として引き
続き部会運営に関わらせていただき、私の退任の挨拶
とさせていただきます。

　ありがとうございました。

　去る4月24日にホテルトヨタキャッスルに
於いて第34回通常総会を開催しました。
　総会には来賓として、豊田税務署長・林
様、副署長 ・戸田様にもご参加いただきま
した。終了後には豊田市長・太田様を講師
にお迎えし、講演会を開催していただきま
した。お忙しい中、ありがとうございました。

退任のあいさつ

永 井 君 代

花水木
女性部会の花

講演する太田稔彦市長



　豊田法人会女性部会も第34回の総会を終え、公益財団法人として1年目を迎
えました。この度、女性部会長を仰せつかり、身に余るお役目に緊張の毎日です。
　愛知県にて4月に「第8回法人会全国女性フォーラム」が開催されました。全国
より大勢の女性パワーに圧倒されながらも、前向きな姿勢、発言に感心し尊敬の
念を抱きました。中小企業では、女性が経理を担当している会社が多いなか、女
性こそ、税務署の指導のもと勉強していかなくてはと、あらためて思いました。法
人会女性部会の基本的指針に基づき自己啓発に励み、納税意識の向上と企業経
営及び会社の健全な発展に寄与できるように、努力していきます。
　顧問、相談役、会員の皆様のご指導とご協力を賜り、楽しく社会貢献に、励んで
いきたいと思います。皆様のご理解と、積極的なご参加をお願い申し上げます。
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新 部会長あいさつ

須 賀 育 代

女性部会役員の紹介

神戸屋商事（株）

加 藤 清 美

渡辺　恵理

神谷満佐枝

市川のぶ江

寺西千嘉子

桑原　明美

渡辺　たね

三浦　孝子

谷村とし子

豊田段ボール工業㈱
太 田 典 子
大徳工業㈱

原田貴恵子
㈱ハラダ

永野千枝子
コメジ・ソシオ㈱

堀  ミユ キ
㈱三好ガラスサッシ

副部会長

ブロック長

監事 相談役 顧問

副ブロック長

シンボルマーク
このマークは、女性部会の8ブロックの強い絆を表現しています。

㈱第一画廊

刈鈑工業㈱

㈱市川土木

㈱寺西電機製作所

フジイ設備㈱

㈱第一画廊

㈱フューネ

(有)三好螺子製作所

永井　君代 東京自動車㈱ 加藤　和子

奥田　弘子

豊田段ボール工業㈱

奥田工業㈱

豊田中央

豊 田 南

豊 田 東

み よ し

小原藤岡

加藤　道子
窪谷千代美
深津　裕子
那須　和子
鈴木　恵子
柴田　露子

石一工業㈱

ミカワオート㈱

豊栄交通㈱

㈱テクナス

㈱三好機工

(有)柴田豆腐店

（豊田中央）

（豊田中央）

（豊田中央） （小原藤岡） （豊田中央）

（豊田南）（豊田中央）

（み よ し）

（豊田中央） （豊田南） （豊田南） （みよし）

豊田中央

豊田中央

豊 田 南

豊 田 東

み よ し

小原藤岡
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小松正伸

足
助

　豊田法人会足助支部の
会員は114名です。
　主な活動は、税務などの
研修会を行うと共に地域
貢献事業など地域に根ざ
した活動を行っています。
　昨年度も、親会の助成も
受けて交通弱者救済事業
として、お年寄りが楽にバス
を利用出来るようにとバス
停にベンチを寄贈しました。
　足助地区は、紅葉の香
嵐渓を中心に観光地として
の知名度を得ていますが、
まだまだ見所や遊び所が
あります。紅葉の季節に限
らず、四季折々何度でもお
越しください。

支部の紹介

足助支部長

８
月
３
日　

15
日

〜

　期間中、足助の古い町並みにて「たんころり
んの夕涼み」を開催。
　13・14日には、約6,000個のロウソクが揺らめく
「足助川万灯まつり」があり、川の両岸にロウソ
クが並び、厳かな空気に包まれます。
　また14日は、足助町の花火大会も開催され、
光と人でにぎわいあふれる一日に。
　最終日の15日は、巴川での灯篭流しや地蔵
まつりがとても美しい情景を見せてくれます。
たんころりんの
夕涼み

足助川万灯まつり
花火大会

まんとう

観光のご案内
詳しくは
足助観光協会の
ホームページを
ご覧ください。
足助観光協会 検索
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　足助八幡 宮秋の例祭。
　町内を高さ6m余りの山車４台が引き回り、火縄銃
の鉄砲隊も警固につき、境内で轟音を発します。勇壮
さと、幻想的な光景が一度に楽しめます。山車が宮
入する日曜の昼前と、夕方からが見頃です。

　１１月には約４,０００本ものもみじが見頃を迎え、期
間中は夜のライトアップも美しく、まるで山が燃えるか
のような幻想的な雰囲気が楽しめます。また、お茶会、
和太鼓や足助まつりのお囃子の演奏、陶器展、チン
ドンパレード、猿回しなども開催されます。

足助まつり  香嵐渓もみじまつり
（１０月第２土曜・日曜） （１１月１日～１２月１日）

153 153

420

飯盛山

香嵐渓

待月橋

足助城

三州足助
屋敷

香積寺

香嵐橋

足助八幡宮

観光
案内所

足助資料館

足助
中馬館

巴
川

足助川
豊田
市街
　 
    稲
武

宮秋の例祭

もみじまつり

たんころりんの夕涼み
足助川万灯まつり

紹介マップ

キツネノカミソリ（群生）
8月ごろが見頃です。
（飯盛山）



～薄着となる
夏こそ注意を

！！～
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ら
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豊
田
警
察
署
生
活
安
全
課
から
の

子ども・女性
を

被害から守ろ
う！

Q:豊田市・みよし市では、どんなことが起こっているの？

Q:痴漢や盗撮、どう気をつければいいの？

●追い抜き、すれ違いざまにお尻や胸など体を触る
●声を掛け、連れて行こうとする
●突然に腕を引っ張り、連れ去ろうとする

見知らぬ男が、通行中の子ども・女性に対し、

など、さまざまな痴漢や声掛けが発生しています。

★不審者情報は、
メールマガジン「パトネットあいち」で
タイムリーに配信中です。

●トイレや洗面所、更衣室にいつの間にか、
　　　　　マスコットや置物増えていませんか？

●電車に乗るときは、混雑する出入り口は避け、
　　　　　比較的空いている通路付近に立ちましょう
●万が一被害に遭ったときには我慢せず、
　　　　　「やめてください」とはっきり言いましょう

盗撮用カメラは、置物、ボールペン、腕時計、鞄・・・・いろいろなものに内蔵されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日常との変化に早く気付くことが大切です。

周りに助け
を

求める
緊急時には

１１０番通報を
！◎大声を出す

◎防犯ブザー
の活用



◯汗腺などが未熟
◯地面の照り返しにより、
　高い温度にさらされる

体温調節機能が未熟なため、
熱中症にかかりやすい

こどもの
特徴

高齢者の
特徴

保護者の方へ

熱中症にならないために

□お子さんの様子を十分に観察しましょう！
□遊びの最中には、水分補給や休憩を！
□外出時の服装に注意し、帽子も忘れずに！
□日頃から栄養バランスのとれた食事や運動、
　遊びを通して暑さに負けない体づくりを
　実践しましょう！

□室温をこまめにチェックし、エアコンや
　扇風機等を活用！
□のどが渇かなくても水分補給！
□調子が悪いと感じたら、家族や近くの人に
　そばにいてもらいましょう！
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お
知
ら
せ

豊
田
市
消
防
本
部
から
の

熱中症を予防しましょう。
◯熱中症とは？
　熱中症とは、室温や気温が高い中での作業や運動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）な
どのバランスが崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体がだるい、ひどいと
きにはけいれんや意識の異常など、様々な症状をおこす病気です。
　家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、熱中症になる場合がありますので、注
意が必要です。

✚熱中症の応急手当✚ 

◎熱中症予防のポイント

○涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、
　安静に寝かせる

脇の下・太ももの
つけねなどを
冷やす。

飲めるようであれば
水分を少しずつ
頻回に取らせる。 水分

◯暑さを感じにくい
◯汗をかきにくい

◎部屋の温度をこまめにチェック ! 
（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨めします）
◎室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう !
◎のどが渇いたと感じたら必ず水分補給 !
◎のどが渇かなくてもこまめに水分補給 !
◎外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も！
◎無理をせず、適度に休憩を !
◎日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを !

こんな時はためらわずに
救急車を呼びましょう
※自分で水が飲めなかったり、脱
力感や倦怠感が強く、動けない
場合はためらわずに救急車を呼
んでください。
※意識がない（おかしい）、全身の
けいれんがあるなどの症状を発
見された方は、ためらわずに救急
車を呼んでください。

体温を下げるための体の反応が
弱くなっており、自覚がないのに
熱中症になる危険がある

〈総務省消防庁「熱中症対策リーフレット」より抜粋〉

◯エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風を
　あて、体を冷やす

持病をお持ちの方やお子さんは、かかりつけの医師とあらかじめ相
談し、熱中症対策についてアドバイスをもらっておきましょう



はじめよう e-Tax！
イータックス
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ダイレクト納付で
電子納税！

自宅から
オフィスから
税理士事務所から



する知っていて
得する税に関 Q A&
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２５年税制改正

国内の設備投資額が増加した場合の
機械等の特別償却制度の創設
（平成25年４月１日以後に開始する事業年度分の法人税について適用されます）
青色申告書を提出する法人が適用対象年度において取得等(注)をした生産等資産でその適用対象年度終了
の日において有するものの取得価額の合計額が次のイの金額及びロの金額のいずれの金額も超える場合におい
て、当該法人がその生産等資産のうちその製作の後事業の用に供されたことのない機械及び装置をその適用
対象年度において国内の事業の用（貸付けの用を除きます。）に供したときは、その機械及び装置の取得価額の
30％相当額の特別償却（法人税額の特別控除との選択適用）ができることとされました（措法42の12の２①）。 

イ　法人がその有する減価償却資産につき適用対象年度において
　　その償却費として損金経理をした金額 

ロ　比較取得資産総額の110％に相当する金額 
（注）取得等とは、取得又は製作若しくは建設をいい、合併、分割、贈与、交換、現物出資若しくは現物分配による
      取得又は代物弁済としての取得を除きます（措法42の12の２①、措令27の12の２①）。以下において同じです。

⑴ 適用対象年度 
本制度の適用対象年度は、平成25年４月１日から平成27年３月31日までの間に開始する各事業年度で
す。ただし、設立の日を含む事業年度、合併以外の事由による解散の日を含む事業年度及び清算中の
各事業年度を除きます（措法42の12の２①③一）。 

⑵ 適用対象資産 
本制度の適用対象資産は、生産等資産のうち機械及び装置で、その製作の後事業の用に供されたこと
のないものです（措法42の12の２①）。 
なお、生産等資産とは、一又は二以上の生産等設備を構成する減価償却資産で、国内の事業の用に供
される機械及び装置、建物及びその附属設備、構築物、船舶、航空機、車両及び運搬具並びに工具、器具
及び備品をいいます（措法42の12の２①、措令27の12の２②、法令13一～七）。 

⑶ 適用要件 
本制度の適用を受けるためには、適用対象年度において取得等をした生産等資産でその適用対象年度
終了の日において有するものの取得価額の合計額が次のイの金額及びロの金額のいずれの金額も超
えていることが必要です（措法42の12の２①）。 

イ　法人がその有する減価償却資産につき適用対象年度において
　　その償却費として損金経理をした金額

ロ　比較取得資産総額の110％に相当する金額

⑷ 特別償却限度額 
本制度による特別償却限度額は、次の算式により計算します（措法42の12の２①）。

（算　式）
       特別償却限度額 ＝ 機械及び装置の取得価額 × ３０％

記事提供：豊田税務署
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青
年

私たち青年部会は「税法、経理、経営」の相互研
究や会員相互の啓発・親睦を目的としています。
次代を担う若手経営者の方、中堅幹部社員のみ
なさん。我々と共に新しい未来に向け研鑽して
いきましょう。

活動
報告

部会長 
　あいさつ

新入会員
募集中！
新入会員
募集中！
新入会員
募集中！

定時総会 税務研修会

市 川 善 英

　この度、歴史と伝統ある（公社）豊
田法人会 青年部会長を仰せつかり
心地よい緊張感のもと決意を新たに
しております。
　青年部会では主に税務研修会・
講演会・社会貢献活動を通じて会
員相互の啓発や親睦を深め、納税
意識の向上や企業発展に繋がるよ
う努めてまいります。
　また積極的な部会員増強に取り
組み、組織の充実に邁進してまいり
ます。
　今後とも一層のご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

●詳しくは法人会事務局まで。

講演会

一般の方も参加OKです

〈活動報告／平成25年4月～7月〉

《情報交換会》《情報交換会》平成25年4月16日 平成25年6月20日

　法人課税第一部門統括国税調査
官の長手氏を講師にお招きし、税務研
修会を行いました。
　研修会終了後の情報交換会も大い
に盛り上がり、有意義な会となりました。

　　◯豊田税務署より　
　　　　林　亮二 署長
　　　　戸田幸夫 副署長

　　　　長手哲也 統括官
　　◯親会より
　　　　佐伯担当副会長

来賓

法人課税第一部門

法人課税第一部門

　総会終了後には来賓の皆様や会員
との情報交換会が開催され、充実した
時間を過ごすことができました。

〈講師〉

長手　哲也 統括官
〈テーマ〉
ご存知ですか？ 国税庁レポート

（株）市川塗工店

新
第10回

殿岡良よしみ
とのお

か

募集青年部主催 講演会
2013.8.28（水）15：30～

講師 美
モバイル セキュリ

ティ
ソーシャ

ルメディ
ア

IT技術
社内ネッ

トワーク

◯ネットワークプランナー
◯ITコンサルタント
◯（株）ワイズプロジェクト代表取締役
◯（株）タイガネットワークス代表取締役
◯早稲田大学IT戦略研究所招聘研究員
◯厚生労働大臣認定試験機関　
　特定非営利法人インターネットスキル
　認定普及協会理事

豊田法人会事務局まで
参加申込み

氏

《年会費》3,000円
《資格》
豊田法人会員である法人
に属した50歳以下の人
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新入会員
募集中！

豊田中支部
豊田中支部
豊田中支部
豊田中支部
豊田中支部
七州支部
七州支部
七州支部
七州支部
豊南支部
豊南支部
豊南支部
豊南支部
豊南支部
豊南支部

紹介新
豊南支部
豊南支部
猿投支部
猿投支部
猿投支部
猿投支部
上郷支部
旭支部
藤岡支部
藤岡支部
みよし支部
みよし支部
みよし支部
みよし支部
みよし支部

豊田市小坂町
豊田市小坂本町
豊田市小坂本町
豊田市平芝町
豊田市若宮町
豊田市上挙母町
豊田市司町
豊田市細谷町
豊田市東新町
豊田市御幸本町
豊田市御幸本町
豊田市竹町
豊田市下市場町
豊田市緑ケ丘
豊田市山之手

豊田市寿町
豊田市山之手
豊田市山中町
豊田市上原町
豊田市御船町
豊田市大清水町
豊田市豊栄町
豊田市小渡町
豊田市西中山町
豊田市西中山町
みよし市三好町
みよし市打越町
みよし市三好町
みよし市三好町
みよし市打越町

（株）豊通マシナリー　豊田支店
碧海観光サービス（株）ﾄﾖﾀ生協店
アイジープランニング（有）
（有）パトロールサービス
矢作産業（株）　御船工場
（株）ﾀｲﾔｼｮｯﾌﾟ東海　ﾀｲﾔｾﾝﾀｰ豊田
豊田共栄ｻｰﾋﾞｽ（株）豊栄分室
豊田森林組合　旭支所
ＣＷＡ（株）
（医）ちかだクリニック
（有）伊原製作所
（有）中部住設
（有）豊明ブロック
ミウラ工務店（株）
（株）村上製作所　第２工場

（株）稲垣農園小坂店
（株）ＥＯＯＳ
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ（株）豊田営業所
（有）第二三嶋寿司　豊田店
碧海観光サービス（株）本社総務
（有）神谷企画
（社福）豊田市育成会
東亜警備保障（株）
（株）コーワ
（株）ＳＰパートナーズ
（有）シティ・カフェ
（株）三浦エアシステム
（株）ﾖｺﾊﾏﾀｲﾔｼﾞｬﾊﾟﾝ愛知ｶﾝﾊﾟﾆｰ豊田営業所
末広工業（株）
（株）JPCホールディングス

会員

行事予定
7月

8月

9月

10月

10日
26日
29日
31日
1日
2日
5日
5日
7日
7日
8日
9日
20日
21日
22日
23日
26日
28日
28日
30日
6日
9日
10日
11日
11日
12日
13日
18日
18日
27日
1日
2日
3日
8日
9日
10日
15日
16日
22日
23日
24日
25日

水
金
月
水
木
金
月
月
水
水
木
金
火
水
木
金
月
水
水
金
金
月
火
水
水
木
金
水
水
金
火
水
木
火
水
木
火
水
火
水
木
金

15:00
15:00
15:00
14:00
16:00
14:00
16:00
17:15
15:00
15:00
15:00
18:00
14:00
15:00
14:00
11:00
14:00
14:00
15:30
14:00
14:00
14:00
14:00

14:00
14:00
14:00
14:00
15:00

14:00
15:00
14:00
14:00
14:00
14:00
14:00
13:30

青年部会・正副部会長会議
県連・事業委員会
県連・総務委員会
県連・厚生委員会
県連・理事会、委員合同懇親会
事業委員会（第２回）
理事会（第２回）
理事会・懇談会
県連・組織委員会
改正税法説明会（豊田会場）
改正税法説明会（みよし会場）
改正税法説明会（藤岡・小原会場）
厚生委員会（第２回）
県連・広報委員会
組織委員会兼支部長会議（第２回）
女性部会・サマー講座
広報委員会兼会報編集会議
青年部会・正副部会長会議
青年部会・講演会
県連・専務理事会議
決算期別説明会（09・10・11月)
新設法人説明会
事業委員会（第３回）
東海法連　第25回定時総会
税務会計講座
法人税セミナー（初級）
法人税セミナー（上級）
総務委員会（第３回）
県連・税制委員会
県連・組織委員会、厚生委員会合同会議
役員研修旅行
役員研修旅行
全法連全国大会：青森大会（～４日）
東海青連協：情報交換会・定時総会
広報委員会兼会報編集会議（第４回）
青年部会・正副部会長会議
資産税セミナー
組織委員会兼支部長会議（第３回）
税務会計講座
法人税セミナー（初級）
法人税セミナー（上級）
県連・専務理事会議

豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
名古屋マリオットアソシアホテル
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
ホテルトヨタキャッスル
ホテルトヨタキャッスル
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
豊田産業文化センター　小ホール
保田ヶ池センター
つどいの丘
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
ホテルトヨタキャッスル
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
豊田商工会議所会館　２Ｆ　多目的201・202
豊田商工会議所会館　２Ｆ　多目的201・202
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
豊田商工会議所会館　２Ｆ　多目的204
豊田商工会議所会館　２Ｆ　多目的204
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
名鉄グランドホテル
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
大同生命ビル　２Ｆ　会議室
ウェスティンナゴヤキャッスル

リンクステーションホール青森
ホテルキャッスルプラザ
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
豊田商工会議所会館　４Ｆ　会議室401
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
豊田産業文化センター ４F　視聴覚室
大同生命ビル　２Ｆ　会議室

平成25年7月～10月

平成25年1月～7月

日　　時 行　　事  （会　議） 開催場所
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